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 論文審査の結果の要旨
 リンの多重結合を有する低配位化合物は,本質的には高反応性であり,官能基の変換や新しい
 反応の開発などにも利用できる。さらに,保護基の導入による活性化学種の安定化により,反応
 性中間体の検出や,有機反応機構の研究への応用も期待される。そこで,本研究では,新しい低
 配位リン化合物の合成と応用に関する知見を得る目的で,代表的な立体保護基である2,4,6一
 トリー亡一ブチルフェニル基に酸素官能基を導入して,高反応性化学種の安定化能力への影響に
 ついて検討し,硫化反応機構の解明や新規セレン化剤の開発と応用などについても検討した。
 まず,安は,かさ高いフェノキシ基を有する低配位リン化合物の合成と性質を検討するために,
 2,4,6一トリーむ一ブチルフェニルオキシ基が立体保護基となり得ることをいくつかのジホス
 フェンを合成単離することによって示した。さらに,そのようなジホスフェンと硫黄,セレン,
 ジク口口カルベン,タングステンカルボニルなどとの反応を試み,興味ある結果を見いだした。
 錯体のX線結晶構造解析にも成功し,0-P=P系のジホスフェン化合物としては初めて構造
 解析を明らかにした。
 つぎに,安は,2,4一ジー五一ブチルー6一メトキシフェニル基に着目し・それを利用して,
 種々のリン化合物を合成した。まず,一級ホスフィンと3当量の硫黄との反応により,ジチオキ
 ソホスホランを得た。この化合物は溶液状態では,比較的安定であったが,濃縮すると直ちに二
 量化して,4員環化合物を与えることがわかった。また,その傭二量体の構造をX線結晶構造
 解析によって確認した。つぎに,この二量体の熱反応による単量体ジチオキソホスホランヘの解
 離を初めて観測し,ベンゾフェノンとの反応によりチオベンゾフェノンが生成することを見いだ
 した。
 同様な反応をセレンについて行ったところ,ジセレナトリホスホランが得られた。その熱分解
 反応を検討した結果,セレン化剤として利用できる可能性が示唆されたので,種々の酸アミドと
 反応させたところ,セレン化反応が進行し,セレノアミドが良好な収率で得られた。エステル基
 を含むアミドとの反応でも選択的にセレノアミドのみを与えることが分かった。
 以上のように安徳烈は,かさ高いフェノキシ基あるいはアルコキシフェニル基を巧みに利用し
 て低配位リン化合物の安定化と活性化に成功し,構造化学および,合成化学上,有用な新知見を
 多く得た。これは,本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって,安徳烈提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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